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ひょうたん娘のお 2 人

（相原さん、二瓶さん）

総合司会のお 2 人（スベリーさん、石田アナ）

入賞内容 チーム名

大賞 ACE翔爆　

金賞 P-nuts

銀賞 JPBeats

銅賞 レインボーキッズ

ACE 翔爆

P-nuts JPBeats レインボーキッズ

　

8
月
5
日
㈯
、
お
お
い
中
央
公
園
周
辺
を
会
場
に
『
第
37
回

大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん
祭
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
4
年
ぶ
り
と
な
る
夏
開
催
。
約
3
万
人
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の「
ジ
ュ
ニ
ア
&
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
息
の
合
っ
た
動
き
に
心
を
打
た
れ
、「
よ

さ
こ
い
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
華
麗
な
中
に
も
熱
く
迫
力
の
あ

る
踊
り
に
魅
了
さ
れ
、
と
て
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ィ
ス
コ

～
Ｄ
Ｊ
ス
ベ
リ
ー
と
水
か
け
ま
つ
り
～
」
や
「
祭
の
夜
の
ひ
ょ

う
た
ん
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ
×
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
～
」
で
も
、
多
く
の
笑
い
と
感
嘆
の
声

が
聞
こ
え
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
ひ
ょ
う
た

ん
祭
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
回
も
素
敵
な
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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入賞内容 チーム名

ひょうたん大賞
高知県知事賞 聯

れん

　

金賞 よさこい魂
だましい

和
あい

銀賞 南
なんぷうれん

風連

銅賞 いせはら舞
まいこ

呼

聯

よさこい魂和 南風連 いせはら舞呼

入賞内容 チーム名

町民最優秀賞
神奈川県知事賞 メドレー響

ひびき

　　

町民優秀賞 根
ねぎししも

岸下笑
しょうぶれん

舞連

大井町長特別賞 新
しんしゅく

宿よさこい連
れん

大井町議会議長賞 河
かわら

原おどらん会
かい

メドレー響

根岸下笑舞連 新宿よさこい連 河原おどらん会
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今年も夏休み期間中に子どもたちの学習や体験ができる講座「サマーチャレンジ」を多くの方
たちの協力を得て開催しました。子どもたちが、学習・体験をするとともに、講師となった各
団体の大人たちと交流し、世代を超えてふれあう機会を得た各講座をご紹介します。

生涯学習課　☎ 0465-83-5409

サマーチャレンジサマーチャレンジ ～つくって・学んで・たのしんで～～つくって・学んで・たのしんで～

親子木工教室

7 月 2 3 日 （ 日 ） に 、 生 涯 学 習 セ ン

ターで親子木工教室を開催しまし

た。41人の親子が、3種類の木工作

品（船、本棚、小物入れ）から1つ

を選んで作りました。

神奈川土建組合の方々を講師に招き、

地域の職人さんに道具の使い方を教

えてもらいながら、慣れない手つき

に苦戦しながらも親子で協力して作

品を作り、木の温もりや物づくりの

楽しさを感じることができました。

子ども科学教室

7 月 2 2 日 （ 土 ） に 、 生 涯 学 習 セ ン

ターで神奈川県主催の子ども科学教

室（「プチロボで競走しよう！大井

大会」）を開催し、県内の小学3～

6年生22人が参加しました。

神奈川県青少年センターの職員が講

師となり、午前中は普段は体験でき

ない「はんだ付け」をし、プチロボ

を作りました。午後からは、作った

プチロボを操縦し、専用コースで走

らせてタイムを競いました。参加者

は製作、操縦に苦戦しながらも楽し

く体験していました。

夏の虫観察会

7月23日（日）、槐
えんじゅ

真
ま さ し

史さん（あつ

ぎ郷土博物館学芸員）を講師に、四

季の里周辺で観察会を行いました。

はじめに室内でレクチャーを受けた

後、野外で草むらや樹上など、さま

ざまな環境で生活する昆虫を採取し

ながら観察しました。この日は、珍

しいトノサマバッタの白化型幼虫も

見られ、参加者は昆虫観察の楽しさ

を満喫していました。

図書館員体験

7月25日（火）、27日（木）、31日

（月）に町図書館で図書館員体験が

小学4～6年生を対象に開催し、12

人が参加しました。開館準備や書籍

の整理、カウンター業務、ブック

コート掛けなどの仕事を体験しまし

た。

本の貸し出しや返却作業などを体験

し、普段は分からない図書館の仕事

の多さと難しさを実感し、楽しみな

がら体験できました。

楽しく書こう！作文基礎講座

7月26日（水）に生涯学習センター

で「楽しく書こう！作文基礎講座」

を開催しました。小学5・6年生12

人が参加し、作文の基礎知識を勉強

した後に、各個人で決めてきたテー

マで作文を書きました。

参加者の多くは、最初は戸惑ってい

たものの、時間内には全員が素晴ら

しい作文を書くことができ、作文を

書く楽しさを学ぶことができました。

子ども水泳教室

7月24日（月）～26日（水）に子ども

水泳教室を開催し、小学2・3年生

21人が参加しました。スポーツプ

ラザ報徳のコーチ3名を講師に、基

礎から丁寧に指導していただきま

した。水や泳ぎが苦手だった子も、

コーチの話を聞いて、一生懸命に頑

張り、最終日には多くの子どもたち

が初日より大きくレベルアップしま

した。
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親子料理教室

8月3日（木）生涯学習センター調理

室で、親子料理教室を開催しました。

当日は6組12人の親子が参加し、包

丁を上手に使いながら、キーマカ

レー、かぼちゃのサラダ、豆乳パッ

クプリン作りに挑戦しました。みん

なでおいしく食べることができまし

た。

月・惑星・夏の星座観察会

8月9日（水）、永
な が た

田安
や す お

男さん（山北

町立山北中学校教諭）を講師に、大

井町立生涯学習センターで夏の月・

惑星・星座観察会を開催しました。

雨が降るあいにくの天候だったため、

スライドで星や星座、その観察の仕

方を解説いただきました。星座クイ

ズでは盛り上がり、子どもたちの星

に対する興味の深さに感心しました。

後半、天体望遠鏡では像が逆さまに

写ることも確認できました。

子どもエコ・スクール

8月7日（月）、8日（火）、10日（木）、

「子どもエコ・スクール」を開催し、

小学3～6年生の16人が参加しました。

今年の内容は、野菜や果物で電子オ

ルゴールを鳴らす実験、ごみ処理施

設の見学、木製のLEDランタンづく

りなどを通じて、地球温暖化防止や

ごみの処理方法などを学習しました。

また、学習のまとめとして、地球環

境を守るために自分ができることを

宣言する「エコ宣言」を行いました。

３Ｄブロックであそぼう！

7月29日（土）に生涯学習センターで

「３Ｄブロックであそぼう！」を開

催し、小学生29人が参加しました。

沼津工業高等専門学校教授の大
お お つ

津孝
たか

佳
よし

さんの指導により、３Ｄブロック

で自由に遊んだり、ロボット作り体

験をしたりしました。

参加者は創造力を発揮して、思い思

いの作品を作り、考えたり、表現す

る楽しみを学ぶことができました。

つくってあそぼう！

8月2日（水）に生涯学習センターで

「つくってあそぼう！」を開催しま

した。

きらめき未来塾企画・運営部会の協

力のもと、身近な材料を使って、か

ざぐるま、ぶんぶんごま、たわらこ

ろがしの遊び道具を作りました。昔

ながらの遊びに子どもも大人も一緒

に楽しく遊びました。会場は、参加

者でとても賑わいました。

議場体験ツアー

8月2日（水）、議会を幅広く知って

もらう機会として、「議場体験ツ

アー」を開催しました。当日は、小

学生12人が参加し、議場や議長室

などを見学したほか、大井町笑顔特

派員スベリーマーキュリーと一緒に、

議員のプチ体験を行いました。楽し

みながら、町づくりの仕組みを学ぶ

ことができました。

多くの方に協力してもらい、
今年もサマーチャレンジを開
催することができました！

いろんなジャンルに参加して
夏休みの思い出になったかな？

土偶づくり体験

8月18日（金）、神奈川県埋蔵文化財

センター職員を講師に、土偶づくり

体験を開催しました。小学4～6年生

14人が参加しました。午前中は粘土

を使って土偶づくりに挑戦しました。

遮
し ゃ こ う き

光器土偶やみみずく土偶などを作

り、とても盛り上がりました。午後

は土偶や町に現存している縄文時代

ゆかりの遺跡について学びました。
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★ 

消
防
団
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た

▲消火栓からの放水体験

▼分団長に敬礼！ ▼消火器で消火開始！

▲消防車で火の用心を呼びかけながら巡回しました
　

大
井
町
を
守
る
消
防
団
を
体
験
す
る
小

学
生
消
防
団
員
が
、
7
月
23
日
㈰
に
そ
れ

ぞ
れ
第
1
分
団
・
第
2
分
団
の
訓
練
へ
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
消
防
団
員
に
消
火
器
の
使
い
方
を

教
え
て
も
ら
い
、
順
番
に
的
へ
向
か
っ
て

水
消
火
器
で
消
火
！ 

う
ま
く
消
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
放
水
で
す
。
消
防
団
員
と
一
緒
に

筒
先
を
持
っ
て
、
消
防
車
や
消
火
栓
か
ら

の
放
水
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
消
防
団
が
い
つ
も
行
っ
て
い
る

防
火
広
報
で
す
。
消
防
車
に
乗
せ
て
も

ら
っ
て
、
町
を
巡
回
し
ま
し
た
。
緊
張
し

た
様
子
で
し
た
が
、
小
学
生
消
防
団
員
も

マ
イ
ク
を
握
り
、
地
域
の

方
々
へ
「
火
の
用
心
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

放
水
も
消
防
車
に
乗
る

の
も
初
め
て
の
貴
重
な
体

験
に
、
み
ん
な
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

防
災
安
全
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
２

　

町
で
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
を
事
故
当
時
者
と
す
る

人
身
交
通
事
故
が
、
1
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
間

（
6
カ
月
間
）
で
13
件
発
生
し
た
た
め
、
今
年
度
も
県
か
ら

高
齢
者
事
故
多
発
区
域
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
は
道
路
で
安

全
に
運
転
す
る
た
め
の
緊
急
制
動
実
車
実
習
な
ど
に
よ
る
運

転
技
能
チ
ェ
ッ
ク
、
交
通
実
態
に
即
し
た
危
険
認
知
・
判
断
、

適
切
な
運
転
操
作
が
で
き
る
よ
う
教
育
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
実
技
と
座
学
の
講
習
で
す
。

　

講
習
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
安
全
運
転
を
継
続
す
る

た
め
、
ご
自
身
の
運
転
を
プ
ロ
の
目
で
し
っ
か
り
点
検
し
て

も
ら
い
、
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 防

災
安
全
課　

☎
０
４
６
５-

85-

５
０
０
２

▼
講
習
日
時
：
11
月
6
日
㈪

　
　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
30
分（
9
時
集
合
）

▼
講
習
場
所
：
松
田
自
動
車
学
校

▼
受
講
対
象
者
：
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
普
通
免

　
　
　
　
　
　
　

許
証
を
保
持
し
て
い
る
方

▼
募
集
定
員
：
先
着
8
名

▼
費
用
：
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
：
窓
口
ま
た
は
電
話

▼
申
込
期
間
：
9
月
29
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
：
防
災
安
全
課
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防災安全課 ☎ 0465-85-5002

地震に備える各種補助制度ご利用ください！
都市整備課　☎ 0465-85-5014

木造住宅耐震診断費補助制度 木造住宅耐震改修工事等補助制度 ブロック塀等撤去費補助制度

対象

補助金額
診断経費の 1/2
（上限 4 万円）

改修工事経費の 1/2
（上限 50 万円）

工事費用の 1/2
（上限 20 万円）

※詳しい内容は、町ホームページをご覧になるか、都市整備課にお問い合わせください

・ 1981（昭和 56）年 5 月 31 日
以前に建築確認を受けた一
戸 建 住 宅（1981 年 6 月 1
日以降の増改築は除く。）

・ 地上 2 階建以下、在来軸組
工法（枠組壁工法またはプ
レハブ工法のものは対象外）

・ 「木造住宅耐震診断費補助制度」
の対象となる木造建築物で、耐
震診断の結果、評点が 1.0 未満
と診断されたもの

・ 壁の補強、基礎の補強・補修、屋
根の軽量化、接合金物の設置な
どを行い、工事後の耐震診断の
結果、評点が 1.0 以上となる工事

・ 高さが 0.6 ｍを超えるコンク
リートブロック造り、石造り
などの塀または門柱（町内の
住宅または店舗併用住宅）

・ 小学校の登下校などに利用さ
れ通り抜けができる道路、緊
急輸送道路

・ 撤去または塀の高さを 0.6 ｍ
以下にする工事

7 月 1 日㈯に、各自主防災組織の方を対象に、生涯学習センターで研修会を開催しました。当日は、小田町長の

挨拶に引き続き、各自治会（防災組織）より問題点や悩み事などを発表し現状認識を共有しました。

また、黒木防災監による「自主防災組織リーダーについて」「出前講座

の一例」の講義のほか、後段は陸上自衛隊第 1 高射特科大隊長・矢部

2 佐による災害派遣体験談を聞くなど、参加された方からは「防災へ

の意識を再確認した」などの感想がありました。

これからの季節、突然の大雨や台風シーズンを前に皆さんも災害に備

え、あんしんメールへの登録や、ご家庭に備蓄しているものの見直し

を行いましょう！

自主防災組織リーダー等研修会を開催しました

「ビッグレスキューかながわ」を見に行こう！
★ビッグレスキューかながわとは？
大規模地震発生時の初動対応における医療救護活動や救出救助を主体とした実践的訓練です。

大正型関東地震を想定した、消防、警察、自衛隊、在日米軍、医療関係機関などが参加する大規模な訓練を見学

できます。「展示・体験コーナー」もあります。

●日時：10 月 15 日 ( 日 ) 　9 時～ 12 時　（展示体験コーナーは、10 ～ 14 時）

●場所：未病バレー「ビオトピア」（大井町山田 300）ほか

●交通：小田急線「新松田駅」、大井町役場、町内巡回のシャトルバス有り

　　　　※会場および町内には特設の駐車場はありません。車での来場はで

　　　　　きませんのでシャトルバスをご利用ください。

　　　　※詳細なシャトルバス運行ルートや訓練内容などについては、広報

　　　　　おおい 10 月号や町ホームページに掲載します。 ▲昨年度のビッグレスキュー
　かながわ（葉山町）の様子

9



新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ
子育て健康課（ワクチン接種担当）☎ 0465-83-0800

◆令和5年秋開始接種

◆初回接種を希望される方は

　町内医療機関での接種を希望される方はワクチン接種担当にご連絡ください。なお、9月20日以降、初回接種
　のワクチンもオミクロン株XBB.1.5対応の１価ワクチンになります。（3週間の間隔をあけて2回接種します）

現在の流行主流株であるオミクロン株 XBB.1.5 対応のワクチン接種（令和 5 年秋開始接種）が 9 月 20 日（水）

から始まります。順次接種券を発送しますので、接種を希望される方は、手元に届いたら接種を受けてください。

対象者 送付日

65 歳以上の方 8 月 25 日（金）に発送済みです。

50 歳～ 64 歳の方 9 月 22 日（金）

12 歳～ 49 歳の方 10 月 4 日（水）

生後 6 カ月～ 11 歳の方 9 月 8 日（金）

▼接種券の送付について（予定）▼実施期間
　9月20日（水）から2024（令和6）年3月31日（日）

▼対象者
・初回接種（1、2回目接種）を完了した5歳以上の方
・初回接種（1～3回目接種）を完了した生後6カ月～
　4歳の方

▼使用ワクチン
　オミクロン株XBB.1.5対応の１価ワクチン（ファイ
　ザー社およびモデルナ社）

　前回接種日から3カ月経過後となる見込み

▼接種間隔

※今後のワクチン供給量などにより、変更となる場合があ
　ります。
※送付日より前に勤務先の医療機関などで接種を受ける医
　療従事者などの方は、ワクチン接種担当にご連絡ください。

▼接種方法
　【個別接種】
　　足柄上地区１市５町内のワクチン接種を実施する医療機関で接種を受けられます。
　　（かかりつけであれば小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町も可）
　　町内の医療機関は、町ホームページをご確認ください。

　【集団接種】

　　・実施会場　町保健福祉センター
　　・実施時間　9:00～12:00、13:30～16:30
　　・予約方法　予約申込書（65歳以上の方のみ）またはインターネット（予約受付システム）で予約
　　※11月以降の集団接種の実施については、決まり次第、町ホームページなどでお知らせします。
　　※会場までの移動手段がない方は、予約前にワクチン接種担当にご連絡ください。

日程 使用ワクチン インターネット予約開始日 予約数

9 月 30 日（土）

ファイザー社
9 月 14 日（木）9:00 から 各日 420 人

10 月 1 日（日）
10 月 7 日（土）
10 月 21 日（土）

10 月 22 日（日） モデルナ社

◀予約システム
　二次元コード

◀個別接種
　町ホームページ
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協働推進課　☎ 0465-85-5004

＊ＳＤＧｓとは？

貧困、紛争、気候変動、感染症。私たちはこれまでに

なかったような数多くの課題に直面しています。この

ままでは、安定してこの世界で暮らし続けることがで

きなくなると心配されています。そんな危機感から、

世界中のさまざまな立場の人々が話し合い、課題を整

理し、解決方法を考え、2030 年までに達成すべき具

体的な目標を立てました。それが「持続可能な開発目

標 (Sustainable Development Goals：ＳＤＧｓ）」です。

ＳＤＧｓは、2015 年 9 月の国連サミットで採択され

た「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記

載された 17 の目標と 169 のターゲットで、地球上の

誰一人として取り残さないことを誓っています。

＊おおいまちＳＤＧｓパートナーとは？

大井町では、ＳＤＧｓの推進に貢献する事業を展開

している、または、これから取り組むことを考えて

いる企業・団体を「おおいまちＳＤＧｓパートナー」

として登録しています。

2023（令和 5）年 7 月末日現在の登録は 31 件です。

＊登録事業者のメリット

町では「ＳＤＧｓパートナー」として登録された事

業者の取り組みを「見える化」します。

◆町のホームページで取り組みをＰＲ

◆ＳＤＧｓに関連したイベントに参画

◆パートナー証を掲示することで取り組み周知

◀町ホームページ二次元コード

おおいまちＳＤＧｓパートナーを
募集しています！

大井町で事業活動を行い、ＳＤＧｓの推進に資する

事業を展開している、またはこれから取り組むこと

を考えている企業・団体が対象です。

詳細は町ホームページをご確認ください。

受付は随時行っています。

＊募集について
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　　　　　　　　7 月 23 日（日）・29 日（土）・30 日（日）に、大井町総
　　　　　合体育館など足柄上郡内の会場で、足柄上郡スポーツ協会連
絡協議会主催「第 72 回足柄上郡総合体育大会」が開催されました。大
会は、10 種目の競技で 5 町の代表が総合優勝を目指して競い合いました。
町は、昨年のリベンジを目指しバドミントン、ソフトボール、陸上競技
で優勝を収めましたが、6 種目で優勝を収めた開成町の前に 2 年連続の
総合準優勝でした。猛暑の中、選手団はお疲れさまでした。

　　　  【総合順位】  

優　勝　開成町　44.5 ポイント
準優勝　大井町　35.5 ポイント
第 3 位　松田町　28.0 ポイント
第 4 位　中井町　17.5 ポイント
第 5 位　山北町　15.5 ポイント

令和 5 年全国高等学校総合体育大会
「翔び立て若き翼 北海道総体 2023」

（7 月 22 日～ 8 月 21 日、北海道各所）
【陸上競技】

・篠
しのはら

原美
み う

羽（中屋敷・湘光中学校 3年）
　女子 200 ｍ（8 月 22 日～、愛媛県総合運動公園陸上競技場）
　※全日本中学校通信陸上競技神奈川県大会
　　（7 月 17・21 日、レモンガススタジアム平塚）
　女子200ｍ決勝　4位　25秒62（全中出場、関東大会出場）
　女子100 ｍ決勝　8位　12秒55
　※第 51 回関東中学校陸上競技大会
    　（8 月 7・8 日、茨城県水戸信用金庫スタジアム）
　女子 200 ｍ決勝　6位　25 秒 66

【柔道】

・宮
みやた

田華
は る か

瑠香（坊村・平塚柔道協会・湘光中学校 3年）
　女子団体戦（8 月 17 日、徳島県鳴門・大塚スポーツパーク）
　※令和 5 年度神奈川県中学校総合体育大会
　　（7 月 28・29 日、相模原ギオンアリーナ）
　　女子個人 44kg 級　準優勝（関東大会出場）
　　女子団体　　　　優勝（全中出場、関東大会出場）
　※第 48 回関東中学校柔道大会
　　（8 月 9・10 日、埼玉県立武道館）
 　　女子個人 44kg 級　優勝
　　女子団体　　　　ベスト 8（敢闘賞）　　　

令和 5 年度全国中学校体育大会

【陸上競技】

・江
えざき

崎優
ゆう と

斗
　（西大井・相洋高校 3年）
　男子 100 ｍ決勝　　　7位 11 秒 02
　男子 4× 100 ｍ決勝　3位 40 秒 42
　男子 4× 400 ｍ決勝　2位 3分 10 秒 39

・古
ふる や

谷聖
きよ と

人
　（市場・小田原城北工業高校 3年）
　男子ハンマー投げ決勝　11位　55 ｍ 49

【柔道】

・宮
みやた

田陽
ようこう

光
　（坊村・福井工業大学附属福井高校2年）
　男子 60kg 級　出場

生涯学習課　☎ 0465-85-5016
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福祉課のしごと

脱炭素社会の実現には、一人一人のライフスタイルの転換が重要です。
「ゼロカーボンアクション 30」にできるところから取り組んでみましょう！

世界的に洋服の廃棄問題は深刻で、さまざまなブランドが環境に配慮した素材や方法で洋
服を作成しています。購入時にリサイクル・リユースなど環境に配慮した素材や製造過程
なども確認してみましょう。

生活環境課　☎ 0465-85-5010

出典：環境省「ゼロカーボンアクション 30」ホームページ
（https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/）

福祉課　☎ 0465-83-8024

第 15 回 9 月は世界アルツハイマー月間です
～チームオレンジ活躍中！！～

▲昨年のオレンジライトアップの様子
　オレンジは認知症応援カラーです。
　昨年はひょうたんを使ったライトで
　ライトアップを実施しました。

▲オレンジカフェひだまりの様子

●暮らしのメリット！
・ 洋服が作成されるまでのストーリーを楽しむ

ことができます。
・ リサイクル・リユース素材を使った衣類を選

ぶことで ､ 地球温暖化対策抑制に取り組む企
業への応援にもなります。
●年間の CO ₂削減量
・ 1 年間に購入する服の 10%（1.8 枚）をリサ

イクル素材を使った服にした場合
⇒ 29kg/ 人

▼詳しくはこちら
＊環境省
　サステナブルファッション
https://www.env.go.jp/
policy/sustainable_fashion/
index.html

9月21日は「世界アルツハイマーデー」で、各地で認知症
に関するさまざまなイベントが開催されています。
この活動を通して認知症を正しく知り、ご本人とご家族の
応援者が増えることを目指しています。
町では、この期間に保健福祉センターなどのオレンジライ
トアップを行います。ライトアップを実施するのは、「オ
レンジカフェひだまり（認知症カフェ）」の運営を担って
いる認知症サポーターの皆さんです。毎月カフェの運営
とカフェの場へ初めての方へ参加を薦めるなど、認知症
が特別な病気ではなく、認知症の方も、家族も、地域の
人も色々な立場の人が参加しやすくなるよう工夫してい
ます。ライトアップを見ていただくとともに、ぜひこの
機会に、「オレンジカフェひだまり」にも参加ください。

「チームオレンジ」とは？
本人・家族のニーズと認知症ステップアップ講座を受
講した認知症サポ－ターを中心とした支援をつなぐ仕
組みが構築されていることを指します。大井町は、オ
レンジカフェひだまりの運営をチームオレンジの活動
としています。
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教室からこんにちは
No.158大井第二幼稚園

　

今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
行
動
制
限
も
解
除
さ
れ
、
各
地
で
夏
祭
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
て
、
ど

こ
の
会
場
も
多
く
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

わ
が
大
井
町
で
も
先
月
8
月
5
日
に
第
37
回
目

と
な
る
「
大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん
祭
」
を
開

催
し
た
。
当
日
は
最
高
気
温
が
33
・
6
℃
の
真
夏

日
で
あ
っ
た
が
、
約
3
万
人
の
来
場
者
で
た
い
へ

ん
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
協
賛
企
業
や
団
体
・
個

人
の
方
々
な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

関
係
者
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

『
ひ
ょ
う
た
ん
祭
』
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

昭
和
45
年
に
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
上
大
井
駅
の
駅
員
さ

ん
が
乗
降
客
の
日
よ
け
の
た
め
に
植
え
た
と
さ
れ

る
ひ
ょ
う
た
ん
棚
の
涼
し
げ
な
風
景
が
、
昭
和
56

年
に
Ｊ
Ｒ
（
当
時
の
国
鉄
）
の
時
刻
表
8
月
号
の

表
紙
を
飾
り
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
上
大
井

駅
は
「
ひ
ょ
う
た
ん
駅
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
ひ
ょ
う
た
ん
の
町
お
お

い
」
の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
62
年
に
は
前
身
と
な
る
第
1
回
「
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ
マ
ー
お
お
い
87
」
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
後
、
平
成
6
年
に
「
お
お
い
ひ
ょ

う
た
ん
祭
り
」
と
な
り
、
平
成
14
年
の
第
16

回
か
ら
は
現
在
の
「
大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う

た
ん
祭
」
と
改
名
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に

は
、
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
に
よ
る
町
お
こ
し
の
一

環
と
し
て
全
日
本
愛
瓢
会
の
大
井
町
展
示
総
会

が
開
催
さ
れ
、
秋
篠
宮
殿
下
が
来
町
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
町
制
50
周
年
に
「
神
奈
川
県
知
事

賞
」
「
高
知
県
知
事
賞
」
が
新
た
に
設
け
ら
れ

た
。
開
催
会
場
は
、
当
初
の
湘
光
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
体
育
館
南
側
の
駐
車
場
へ
、
そ
し

て
令
和
4
年
か
ら
は
現
在
の
「
お
お
い
中
央
公

園
」
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
長
き
に

わ
た
り
継
続
で
き
て
き
た
こ
と
は
、
関
係
者
の

お
祭
り
へ
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
伝
統
を
守
り
、
継
承
し
、
さ
ら
に
未
来
へ

向
け
て
飛
翔
す
る
こ
と
は
、
『
ま
ち
づ
く
り
』

の
要
諦
で
あ
ろ
う
。
祭
り
を
続
け
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
真
摯
に
「
良
い
祭
」
を
突
き
詰
め

て
い
く
熱
い
思
い
の
襷
リ
レ
ー
を
、
途
絶
え
る

こ
と
な
く
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
乗
降
客
の
日
よ
け
の
た
め
に
植
え
た
と
さ

れ
る
ひ
ょ
う
た
ん
棚
の
涼
し
げ
な
風
景
が
そ
も

そ
も
の
始
ま
り
だ
と
す
れ
ば
、
自
然
を
愛
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
お
も
て
な
し
の
心
が

「
大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん
祭
」
の
原
点
で

あ
り
、
継
承
す
べ
き
熱
い
思
い
だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
。

『
深
化
す
る
ひ
ょ
う
た
ん
祭
』

心
と
体
を
開
放
し
て

　

夏
の
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
恒
例
の
フ
ィ

ン
ガ
ー
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
全
学
年

で
取
り
組
み
ま
す
。
大
き
な
模
造
紙
に
、
直

接
手
に
絵
の
具
（
水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
せ

る
専
用
の
絵
の
具
）
を
つ
け
て
絵
を
描
い
た

り
、
紙
の
上
で
絵
の
具
を
手
で
混
ぜ
た
り
し

て
色
の
変
化
や
そ
の
感
触
な
ど
を
味
わ
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
子
ど
も
た
ち
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
自
分
の
体
に
色
を
付
け
た
り
、
友
だ

ち
と
絵
の
具
の
塗
り
合
い
を
始
め
た
り
し
ま

す
。
全
身
、
青
色
に
な
っ
て
喜
ぶ
子
ど
も
た

ち
も
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
遠
慮
が
ち
な
子

ど
も
た
ち
も
、
大
胆
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に

刺
激
さ
れ
て
大
興
奮
、
全
身
絵
の
具
ま
み
れ

の
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
園
庭
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

日
常
に
は
な
い
、
思
う
存
分
汚
れ
て
も
い

い
時
間
、
思
い
っ
き
り
の
活
動
、
こ
の
よ
う

な
場
面
で
心
と
体
を
全
開
放
し
て
清
々
と
遊

べ
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
日
々
育
て
て
い

る
第
二
幼
稚
園
で
す
。

今
年
は
み
ん
な
で
　
夏
ま
つ
り

　

こ
こ
何
年
か
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
た
夏
ま
つ
り
で
し
た
が
、
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
全
学
年
揃
っ
て
の
取
り
組
み

に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
相
和
幼
稚
園
の

仲
間
も
招
待
し
、
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
な
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
開
会
セ
レ
モ
ニ
―
を
や
っ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。
輪
投
げ
、

的
あ
て
、
モ
グ
ラ
た
た
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
み
な
さ
ん
が
ブ
ー
ス
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ブ
ー
ス
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。
も
ら
っ
た
景

品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
手
提
げ
に
い
れ
て
ブ
ー
ス

を
回
る
満
足
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

今
年
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
本
部
の
皆
さ
ん
が
つ

く
っ
て
く
れ
た
お
化
け
屋
敷
が
大
人
気
で
し

た
。
怖
く
て
尻
ご
み
す
る
子
や
泣
き
出
し
て

し
ま
う
子
、
そ
ん
な
子
た
ち
も
、
出
口
で
は

「
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
盛
大
に
で
き
な
か
っ

た
夏
ま
つ
り
で
す
が
、
何
と
か
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ

た
い
と
い
う

職
員
や
保
護

者
の
思
い
が
、

具
体
的
な
形

と
な
っ
た
今

年
の
夏
ま
つ

り
で
し
た
。

今
年
は
み
ん
な
で
　
夏
ま
つ
り

　

こ
こ
何
年
か
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
た
夏
ま
つ
り
で
し
た
が
、
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
全
学
年
揃
っ
て
の
取
り
組
み

に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
相
和
幼
稚
園
の

仲
間
も
招
待
し
、
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
な
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
や
っ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。
輪
投
げ
、

的
あ
て
、
モ
グ
ラ
た
た
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
み
な
さ
ん
が
ブ
ー
ス
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ブ
ー
ス
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。
も
ら
っ
た
景

品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
手
提
げ
に
い
れ
て
ブ
ー
ス

を
回
る
満
足
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

今
年
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
本
部
の
皆
さ
ん
が
つ

く
っ
て
く
れ
た
お
化
け
屋
敷
が
大
人
気
で
し

た
。
怖
く
て
尻
ご
み
す
る
子
や
泣
き
出
し
て

し
ま
う
子
、
そ
ん
な
子
た
ち
も
、
出
口
で
は

「
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
盛
大
に
で
き
な
か
っ

た
夏
ま
つ
り
で
す
が
、
何
と
か
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ

た
い
と
い
う

職
員
や
保
護

者
の
思
い
が
、

具
体
的
な
形

と
な
っ
た
今

年
の
夏
ま
つ

り
で
し
た
。

▲フィンガーボディペイン
　ティングの様子

▲お化け屋敷の様子
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日本年金機構小田原年金事務所
　　　 　　　   ☎ 0465-22-1391

 町民課　　　   ☎ 0465-85-5007

国民年金の豆知識

障害基礎年金に
ついて

日本年金機構ホームページ
https://www.nenkin.go.jp/

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加
入
中
に
病

気
・
け
が
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
１
級
、
２
級

障
害
に
認
定
さ
れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

1
級　

年
額
99
万
３
７
５
０
円

　

2
級　

年
額
79
万
５
０
０
０
円

※
2
カ
月
に
1
度
、
2
カ
月
分
ず
つ
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
要
件
】

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
の
初
診
日

　

（
※
１
）

・
国
民
年
金
加
入
期
間

・
20
歳
前
ま
た
は
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳

　

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
年
金
制
度
に
加
入
し
て

　

い
な
い
期
間
（
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て

　

受
給
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）

②
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
保
険
料
の
納
付
要

　

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
20
歳
前
の

　

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
に
初
診
日

　

が
あ
る
場
合
は
、
納
付
要
件
は
不
要
で
す
。

③
障
害
の
状
態
が
、
障
害
認
定
日
（
※
2
）
ま
た

　

は
20
歳
に
達
し
た
と
き
に
、
障
害
等
級
表
に
定

　

め
る
1
級
ま
た
は
2
級
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

　

（
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま

　

た
、
障
害
認
定
日
に
障
害
の
状
態
が
軽
く
て
も
、

　

そ
の
後
重
く
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
基
礎
年
金

　

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

（
※
1
）
初
診
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病

　

気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
な
ど
の

診
療
を
受
け
た
日
を
い
い
ま
す
。
同
一
の
病
気

や
け
が
で
転
医
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一
番
初
め

に
医
師
な
ど
の
診
療
を
受
け
た
日
が
初
診
日
と

な
り
ま
す
。

（
※
2
）
障
害
認
定
日
…
障
害
の
状
態
を
定
め

る
日
の
こ
と
で
、
そ
の
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
に
つ
い
て
の
初
診
日
か
ら
1
年
6

カ
月
を
過
ぎ
た
日
、
ま
た
は
1
年
6
カ
月
以
内

に
そ
の
病
気
や
け
が
が
治
っ
た
場
合
（
症
状
が

固
定
し
た
場
合
）
は
そ
の
日
を
い
い
ま
す
。

【
子
ど
も
の
加
算
額
】

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
方
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
る
子
が
い
る
と
き
は
、
加
算
額
が
付

き
ま
す
。

※
子
に
つ
い
て
は
、
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
の

　

末
日
ま
で
の
子
、
も
し
く
は
20
歳
未
満
で
障

　

害
等
級
の
1
級
・
2
級
の
状
態
に
あ
る
子
に

　

限
ら
れ
ま
す
。

・
1
人
目
お
よ
び
2
人
目
（
1
人
に
つ
き
）

　

年
額
22
万
８
７
０
０
円

・
3
人
目
以
降
（
1
人
に
つ
き
）

　

年
額
7
万
６
２
０
０
円

【
手
続
き
先
】

　

請
求
す
る
障
害
に
関
す
る
初
診
日
が
分
か
る

も
の
と
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
な
ど
を
持
参
の
う
え
、
小
田
原
年
金
事
務

所
ま
た
は
町
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

小
田
原
年
金
事
務
所
へ
の
来
訪
相
談
の
ご
予

約
は
、
予
約
受
付
専
用
電
話
「
☎
０
５
７
０-

05

-

４
８
９
０
」
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
井
よ
さ
こ
い
ひ
ょ
う
た
ん
祭
で
の
自
己
紹

介
「
ど
う
も
実
写
版
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん
で
す
」

が
会
場
に
適
度
な
涼
を
運
び
ま
し
た
、
笑
顔
特

派
員
＆
農
コ
ン
の
ス
ベ
リ
ー
で
す
。

　

改
め
て
ひ
ょ
う
た
ん
祭
に
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ッ
キ
ュ
ー
で
し

た
！ 

ス
ベ
リ
ー
は
司
会
に
夢
お
お
い
踊
り
隊

に
、
初
の
試
み
と
な
る
【
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ィ
ス

コ
（
以
下
Ｗ
Ｄ
）
】
に
と
会
場
を
駆
け
回
り
な

が
ら
た
っ
ぷ
り
と
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
！

　

今
回
の
日
誌
で
は
Ｗ
Ｄ
を
終
え
て
の
感
想
と

反
省
点
を
備
忘
録
的
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
率
直
な
感
想
で
す
が
「
子
ど
も
の

パ
ワ
ー
エ
グ
す
さ
ま
じ
い
」
で
す
！ 

当
日
ま

で
「
人
集
ま
る
か
な
？
」
「
遠
慮
し
て
水
鉄

砲
撃
て
な
い
か
な
？
」
な
ん
て
心
配
を
し
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
心
配
は
全
く
の
無
用

（
笑
）
自
慢
の
水
鉄
砲
＆
竹
水
鉄
砲
（
大
井
の

里
体
験
観
光
協
会
制
作
！ 

感
謝
!!
）
を
持
っ

た
大
勢
の
方
が
Ｗ
Ｄ
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
す
で
に

び
っ
し
ょ
び
し
ょ
状
態
。
あ
の
光
景
を
見
た
瞬

間
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
心
底
思
っ
た
し
、

し
ば
ら
く
ニ
ヤ
ニ
ヤ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
今
回
の
Ｗ
Ｄ
は
暑
さ
対
策
の
一
環
、
い
わ

ば
大
規
模
な
打
ち
水
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

わ
け
で
、
体
感
で
す
が
Ｗ
Ｄ
後
の
お
お
い
中
央

公
園
に
は
か
な
り
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
た
と

思
う
の
で
（
あ
く
ま
で
ス
ベ
リ
ー
の
体
感
だ

よ
）
、
目
的
達
成
＆
盛
況
ぶ
り
に
ホ
ッ
と
胸
を

な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
反
省

も
あ
り
ま
す
。
思
っ
た
ま
ま
に
つ
づ
り
ま
す
が
、

決
し
て
誰
か
を
責
め
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
以
下
、
反
省
点
と
課
題
で
す
。

■
ル
ー
ル
の
お
知
ら
せ
・
徹
底
が
足
り
な
か
っ

　

た
（
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ
フ
＆
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
も
）

　

「
初
め
て
の
試
み
だ
し
、
現
場
見
な
が
ら
な

ん
と
か
す
る
っ
し
ょ
」
と
い
う
ス
ベ
リ
ー
の
ダ

メ
勇
者
モ
ー
ド
が
発
動
し
た
結
果
。
ス
タ
ッ
フ

＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
意
図
や
大
事
な
こ
と
を
細

や
か
に
説
明
し
て
お
く
べ
き
。
し
っ
か
り
意
思

統
一
さ
れ
て
い
れ
ば
、
参
加
者
に
対
し
て
の

ル
ー
ル
徹
底
が
し
や
す
い
。
ま
た
、
注
意
書
き

看
板
な
ど
も
作
成
し
て
Ｗ
Ｄ
エ
リ
ア
入
口
に
設

置
し
て
お
く
べ
き
。

■
エ
リ
ア
設
定

　

ル
ー
ル
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
、
存
分
に
水
鉄

砲
が
撃
て
る
空
間
づ
く
り
が
必
須
。
ま
た
当
日

の
風
向
き
が
ど
う
で
あ
れ
影
響
の
な
い
レ
イ
ア

ウ
ト
を
探
る
。

■
ス
テ
ー
ジ
内
容
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

終
盤
、
エ
リ
ア
内
の
参
加
者
が
そ
ん
な
に
い

な
か
っ
た
。
参
加
者
の
満
足
度
80
％
ほ
ど
の
適

度
な
時
間
と
ス
テ
ー
ジ
内
容
の
吟
味
が
必
要
。

　

Ｗ
Ｄ
を
来
年

も
で
き
る
よ
う

Rock You

し
ま

す
！

　
　
顔
特
派
員

ス
ベ
リ
ー
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

　
　
笑
顔
お
届
け
日
誌
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【大井町図書館ホームページ】

図書館の情報を掲載
しています。
図書の検索もできる
ので使ってください♪

図書館だより図書館だより

こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。
最新の情報は、図書館ホームページをご覧ください。

Event & Information ▲ ▲▲

New  Books ▲ ▲▲

【 大井町図書館 一般書】
『幸齢者　幸せな老後のためのマインドリセット』

和
わ だ

田　秀
ひ で き

樹／著　プレジデント社

『人生を変える健康学　がんを学んで元気に 100 歳』
中
なかがわ

川　恵
けいいち

一／著　日経サイエンス

『美しすぎる夢のお城図鑑』
世
せ か い

界のお城
しろ

研
けんきゅうかい

究会／編　宝島社

『枯木ワンダーランド　枯死木がつなぐ虫・菌・動物と森林生態系』
深
ふかさわ

澤　遊
ゆう

／著　築地書館

『文豪たちの関東大震災』
児
こ だ ま

玉　千
ち ひ ろ

尋／編　皓星社

【 大井町図書館 児童書 】
『算数のなぜ？ビジュアル新事典』

秋
あきやま

山　仁
じん

／監修　受験研究社

『人体の学校』
坂
さ か い

井　建
た つ お

雄／監修　ニュートンプレス

『どんどんうまくなるけん玉スタートブック』
日
に ほ ん

本けん玉
だま

協
きょうかい

会／監修　幻冬舎

『HOME』
林
りん

　廉
れんおん

恩／作　一
ひ と と

青　窈
よう

／訳　工学図書

『すもうのずかん』
オゼキ　イサム／絵　藤

ふ じ い

井　康
や す お

生／監修　Ｇａｋｋｅｎ

◎開　館　時　間　9:00 ～ 17:15　
◎休　　館　　日　大井町図書館　11日（月）、25 日（月）
◎問い合わせ　大井町図書館　☎ 0465-83-5401
　　　　　　　　　そうわ会館図書室　☎ 0465-85-1887

時間：10:30 ～ 11:00　　　場所：大井町図書館内

      2 日㈯（絵本）　   つきのぼうや
（絵本）　   ヘクター・プロテクター

      9 日㈯（絵本）　   アンガスとあひる
（絵本）　   ちいさなヒッポ

    16 日㈯（紙芝居）   しろいからす
（絵本）　   パンどろぼう

23日 ( 土・祝 )（紙芝居）   かっぱのすもう
（絵本）　   ふしぎなえき

    30 日㈯（紙芝居）   ねこのでしにたったとら
（絵本）　   とりかえっこ！ねずみくんのチョッキ

　9月のおはなし会

　ファミリー読書の日（毎月第1日曜）
　日にち：9 月 3 日（日）
　児童コーナーでおすすめの本を読んだり、お
　りがみコーナーで折り方の本を見ながらおり
　がみに挑戦したり、家族のコミュニケーション
　を通して読書を深めましょう。

　親子いっしょのおはなし会
　日時：9 月 14 日（木）　10:30 ～ 11:00

　9月の展示
　『関東大震災から100 年』
　当時の状況を知る日記や写真などの資料と、
　日頃の備えや防災に関する資料を展示して
　います。

【 そうわ会館図書室 一般書 】
『縁切り上等！離婚弁護士松岡紬の事件ファイル』

新
しんかわ

川　帆
ほ た て

立／著　新潮社

『ジウＸ』
誉
ほ ん だ

田　哲
て つ や

也／著　中央公論新社

『60 歳からの「紙モノ」整理「これから」の人生が楽しくなる！』
渡
わたなべ

部　亜
あ や

矢／著　青春出版社

『♯♯ NAME ♯♯』
児
こ だ ま

玉　雨
あ め こ

子／著　河出書房新社

『梅雨物語　Summer　rain　tale』
貴

き し

志　祐
ゆうすけ

介／著　KADOKAWA
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今月は、

髙野澤祐子

保健師です

木
の
い
の
ち
顕
に
見
せ
て
切
株
の

年
輪
き
ざ
む
樹
液
滲
ま
せ

　
　
　
　
　

石
井
き
み
子

間
引
く
べ
き
杉
に
結
び
し
紐
の
朱

ほ
の
か
に
見
え
て
傾
り
小
暗
し

　
　

豊
田　

義
則

山
茶
花
の
家
と
言
は
れ
し
山
茶
花
の

つ
や
や
か
に
あ
る
雑あ

ら
く
さ草
の
な
か

伍
嶋
と
し
子

梔
子
の　

香
る
ポ
ス
ト
に　

文
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
上　

光
子

球
児
ら
に　

本
当
の
夏　

応
援
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
き
よ
子

白
妙
の　

衣
染
め
た
や　

虹
二
重

　
　
　
　
　
　
　
　

横
塚　

昌
平

半
夏
生　

心
と
体
の　

声
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
千
代
子

蚊
遣
火
の　

煙
ま
っ
す
ぐ　

た
つ
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

菊
土

雷
鳥
に　

出
会
い
甲
斐
駒　

虹
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川　

花
子

共生社会の実現を

推進するための

認知症基本法

　

２
０
２
３
年
6
月
14
日
、
「
共
生
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
「
認
知
症
基
本
法
」
と

は
、
認
知
症
が
あ
る
人
で
も
尊
厳
を
持
っ
て

社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
支
援
や
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
施
策

を
定
め
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
7
つ
の
基
本
理
念
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
。

⑤
認
知
症
の
人
や
家
族
な
ど
が
地
域
で

　
安
心
し
て
日
常
生
活
を
営
む
。

⑥
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
研
究
な

　
ど
を
推
進
し
、
予
防
や
診
断
、
治
療
、

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
方
法
、

　
社
会
参
加
の
在
り
方
や
社
会
環
境
の

　
整
備
の
研
究
な
ど
の
成
果
を
知
る
こ

　
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

⑦ 
教
育
、
地
域
づ
く
り
、
雇
用
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
そ
の
他
の
各
関
連
分
野

に
お
い
て
総
合
的
に
取
り
組
む
。

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る

病
気
で
す
。
左
上
の
グ
ラ
フ
は
町
の
介
護
保

険
申
請
者
の
う
ち
、
認
知
症
症
状
の
あ
る
方

の
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
症
状
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
生
活
が
難
し
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
周
囲
の
人
た
ち
の
正
し
い
理
解
と
気

遣
い
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
「
大
井
町
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
9
月
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
制
定
し
た

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
、
9
月
21
日
を

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
「
認
知
症
基
本
法
」
が
施

行
さ
れ
る
と
、
9
月
が
「
認
知
症
月
間
」
9

月
21
日
が
「
認
知
症
の
日
」
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
期
間
に
認
知
症
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
（
13
ペ
ー
ジ
福
祉
課

の
お
し
ご
と
欄
参
照
）

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ

だ
ま
り
」
と
「
認
知
症
家
族
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
各
事
業
の
日
程
・
会
場

な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
お
お
い
お
し
ら
せ
版

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
全
て
の
認
知
症
の
人
が
、
自
ら
の
意

　
思
に
よ
っ
て
日
常
生
活
と
社
会
生
活

　
を
営
む
。

②
国
民
が
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い

　
知
識
と
認
知
症
の
人
に
関
す
る
正
し

　
い
理
解
を
深
め
る
。

③
全
て
の
認
知
症
の
人
が
、
意
見
を
表

　
明
す
る
機
会
お
よ
び
社
会
に
参
画
し

　
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

　
る
。

④
認
知
症
の
人
の
意
向
を
尊
重
し
、
保

29% 28% 28% 25% 22% 23%

71% 72% 72% 75% 78% 77%
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70%

80%

90%

100%

H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.1.31

大井町介護保険申請者の状況

認知症症状なし 何らかの認知症症状のある方

俳
句

お
ほ
ゐ
俳
句
会

短
歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

ま
ち
の
文
芸

memo保健師
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9月の行事予定

LINE

●人口 男性 8,565 人 （6）

　　　 女性 8,712 人 （△ 3）

合計 17,277 人 （3）

●世帯数 7,410 世帯 （3）

人口と世帯数 7 月 31 日現在　（　）内は前月比

中
な か ね

根　尚
た か こ

子さん

（100 歳・吉原）
8 月 1 日撮影

敬老祝い金　お誕生日おめでとうございます

捕獲数
捕獲場所

計
篠窪 柳 高尾 赤田 山田 上大井 西大井 その他

イノシシ 0 0 2 6 0 0 0 0 8
シカ 5 0 8 0 0 0 0 0 13
鳥類 3 0 0 0 0 0 0 0 3

ハクビシン 0 0 2 4 0 0 0 0 6
アライグマ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
タヌキ 0 0 0 2 1 0 0 0 3
アナグマ 0 1 0 1 0 0 0 0 2
計 8 1 12 13 1 0 0 0 35

【第1四半期（2023年4～6月）】
農作物被害をもたらすイノシシ、シカ、ハクビシンなどの有害鳥獣捕獲状況をお知らせします。

有害鳥獣（イノシシ・シカなど）の捕獲状況
地域振興課　☎0465-85-5013

森
も り た

田　貞
ていぞう

三さん

（100 歳・根岸上）
8 月 7 日撮影

敬老祝い金　お誕生日おめでとうございます

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 4 件／届出 6 件

お誕生おめでとう 7 月 16 日～ 8 月 15 日受理

氏名 性別 保護者 自治会

塩
し お い

井　七
な な せ

瀬 女 達
たつろう

朗・博
ひ ろ こ

子 吉原

鈴
す ず き

木　蒼
あ お

生 男 智
ともゆき

幸・美
み ほ

保 新宿

渡
わたなべ

邉　依
え な

夏 女 一
か ず き

樹・侑
ゆ り か

莉花 馬場

鳥
と り い

居　采
あ や か

夏 女 雅
まさひと

人・佐
さ き こ

季子 西大井

日程 事業予定 場所

3 日（日） 町民ソフトボール大会（9:15 ～） 総合体育館

5 日（火） ぞうさんくらぶ（9:30 ～） 保健福祉センター

7 日（木） あつまれ！赤ちゃん（13:30 ～） ふれあい館

8 日（金）
第 2 回広報づくり研修会（9:30 ～） 生涯学習センター

2 歳 6 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

10 日（日） おおい自然園「酒匂川の岩石観察会」
（9:00 ～）

金手駐車場、
足柄紫水大橋

11 日（月）
オレンジカフェひだまり（10:00 ～）

保健福祉センターマタニティスクール③（13:00 ～）

12 日（火） 3 か月児健診（13:00 ～）

16 日（土） 郷土歴史講座（13:30 ～）
生涯学習センター

19 日（火） 総合相談（10:00 ～）

21 日（木）
親子相談（9:00 ～） 保健福祉センター

あつまれ！赤ちゃん（10:00 ～） ふれあい館

24 日（日） 町民フットサル大会（9:00 ～） 総合体育館

26 日（火） 1 歳 6 か月児健診（13:00 ～）
保健福祉センター

28 日（木） 赤ちゃん健康相談（9:30 ～）

広報おおい・おしらせが

アプリで読める

Ⅹ（旧 Twitter）

町内交通事故発生状況 7 月 1 日～ 31 日

●件数 4 件　●死亡 0 人　●負傷 4 人
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■応募方法
はがきかメールで、答え・住所・氏名（ペンネームも）・電話番号・年齢・日ごろ

思うこと（町への意見や広報おおいへの感想などなんでも OK）を記入して応募

※「日ごろ思うこと」でいただいたご意見への回答はできませんのでご了承ください。

宛 先　〒 258-8501　足柄上郡大井町金子 1995 番地

　　　　大井町役場　協働推進課　広報おおい係

メール　kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

締　切　9 月 13 日（水）

○応募者の中から、抽選で 2 名の方に粗品をプレゼントします。

サマーチャレンジ、エコ・スクール3日目の様

子です。LED電球について勉強したあと、実際

にLED電球を使用したランタンを作りました。

上と下の写真は、比べると違っているところが

5カ所あります。どこでしょう？ 写真の数字で

答えてください。

おたより紹介
読者の皆さまから寄せられた「広
報おおい 8月号」の感想・町へ
の意見を紹介します。

●天災は忘れた頃にやってくる！

分かっているようで分かってい

ない。8 月号の保健師メモ「災

害に備えていますか？」がとて

も参考になりました。備えて

おくと安心できるもの、とても

わかりやすかったです。いつ起

こるかわからない災害に備え

て準備しておきたいと思いまし

た。

●本当に毎日暑いですね。畑で

採れるスイカがとても美味し

く、夫に感謝です。

●大好きな海や川、自然と四季

を満喫しています！

○ 8月号の答え
　9、10、11、12、21
○当選者（応募 9通）
　じゅんじゅんさん
　サクブルサクラさん
　おめでとうございます！

広　　告

挑戦！
まちがいさがしに
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坊村

町内在住で３歳までのお子さんの写真を募集！
写真と写真のコメント、子どもの名前（ふりがな）、
生年月日、電話番号、自治会名を添えて、協働
推進課へ持参またはメールでご応募ください。

協働推進課　☎ 0465-85-5004
mail：kouhou1@town.oi.kanagawa.jp

のほほえみ天使 Angel  smile

｢

プ
ー
ル
大
好
き
！！
☆
」

米よ
ね
く
ら倉　

駿は
や
と登
ち
ゃ
ん（
1
歳
9
カ
月
）

かながわ西湘農業協同組合からヤマビル対策の駆除剤

「ヒルノックＷ」（6.7ℓ）10箱の寄付をいただきま

した。今回寄付された駆除剤は、ヤマビルの生息地確

認がされている自

治会や団体などに

配布し、散布や忌

避剤として活用し

ていく予定です。

ヤマビル駆除剤「ヒルノックＷ」寄付8
2

町は、町民の皆さんの健康増進や、町民サービスの向上を

図ることを目的に、第一生命保険株式会社と「健康増進・

子育て支援に関する連携協定」を締結しました。今後は町

の健康課題を共有し、協力・連携して、健康増進の取り組

みを推進していきます。

右：小田町長、

左：第一生命保険（株）

　　平塚支社 浦
うらさわ

沢支社長

「健康増進・子育て支援に関する
連携協定」を締結しました

8
21

秦野市、中井町、大井町、松田町、二宮町、清川村の中学

生と指導者あわせて105名（大井町6名）で東海大学の海

洋調査研修船「望星丸」に乗船し、研修を実施しました。

本研修では、船舶活動で必要不可欠なロープワーク、海洋

調査の一環でプランクトン観察などを行い、参加した中学

生にとっては大変貴重な経験となりました。

広域連携中学生交流洋上体験研修8
5 ～ 7

　

金
子
と
山
田
の
間
に
位
置
す
る
台
地
は
、
１
９

６
０
年
代
に
第
一
生
命
本
社
の
移
転
計
画
（
現
ビ

オ
ト
ピ
ア
の
場
所
）
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
多
数
の
石
の
組
み
合
わ
せ
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
下
か
ら
死
者
を
葬
っ
た
と
思
わ
れ
る
穴

や
人
の
歯
の
小
片
な
ど
が
出
土
し
、
縄
文
時
代
後

期
（
約
４
０
０
０
～
３
０
０
０
年
前
）
の
墓
地
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
の
配
置
は
、
環
状
に
石
を
並
べ
た
も
の
、
大

き
め
の
石
を
中
心
と
し
て
周ま

わ

り
に
数
個
の
石
を
置

い
た
も
の
な
ど
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、

副
葬
品
と
し
て
硬こ

う
ぎ
ょ
く
玉
製
の
玉
、
土
偶
、
土
器
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
、
縄
文
時
代
中

期
以
降
、
信
仰
に
関
係
し
て
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
金
子
台
の
遺
跡
で
は
明
確
な
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
の
形

が
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、

近
年
、
配
石
遺
構

の
名
称
が
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
見
解

が
提
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
井
町
文
化
財
保
護
委
員　

鳥
居
和
郎

町
指
定
重
要
文
化
財（
史
跡
）

昭
和
48
年
8
月
28
日
指
定

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

金
子
台
遺
跡
の

遺跡の保存状況

Photo News町からのお知らせ、町の身近な情報など
をフェイスブックでも配信しています。
https://www.facebook.com/ooi.town/
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